
(57)【要約】

【課題】平常時の耐雷トランスによる電力損失を無くす

ことができる耐雷システムを提供する。

【解決手段】本耐雷システム１は、耐雷トランス１１と

、バイパス線１２と、状態切替スイッチ１３と、前駆現

象検知手段１４と、雷撃検知手段１５と、動作制御手段

１６と、電磁波計測手段１９１と、静電界計測手段１９

２とを備える。本耐雷システムによれば、前駆現象検知

手段１４及び雷撃検知手段１５によって落雷を検知し、

落雷による雷サージを保護する必要がある期間に限って

状態切替スイッチ１３により耐雷トランスを電源線に挿

入した状態とし、前駆現象等がなくなったら電源線から

耐雷トランスを切り離すため、平常時の耐雷トランスに

よる電力損失を無くすことができる。

【選択図】　　　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
耐 雷 ト ラ ン ス を 具 備 す る 電 源 線 の 耐 雷 シ ス テ ム で あ っ て 、 耐 雷 ト ラ ン ス と 、 バ イ パ ス 線 と
、 該 バ イ パ ス 線 が 該 電 源 線 中 に 挿 入 さ れ る 平 常 状 態 、 又 は 該 耐 雷 ト ラ ン ス が 該 電 源 線 中 に
挿 入 さ れ る 耐 雷 状 態 を 切 り 替 え る 状 態 切 替 ス イ ッ チ と 、
電 磁 波 、 静 電 界 及 び 雷 サ ー ジ の 少 な く と も 一 つ の 計 測 結 果 か ら 雷 雲 の 接 近 又 は 雷 撃 の 前 駆
現 象 を 検 知 す る 前 駆 現 象 検 知 手 段 と 、
該 前 駆 現 象 検 知 手 段 に よ り 該 前 駆 現 象 を 検 知 し た 場 合 に は 該 状 態 切 替 ス イ ッ チ を 該 耐 雷 状
態 に 切 替 え 、 該 前 駆 現 象 が 非 検 知 と な っ た 後 に 該 状 態 切 替 ス イ ッ チ を 該 平 常 状 態 に 切 り 替
え る 動 作 制 御 手 段 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 耐 雷 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 動 作 制 御 手 段 は 、 上 記 前 駆 現 象 が 非 検 知 と な っ た 後 か ら 所 定 の 前 駆 期 間 経 過 後 に 、 上
記 平 常 状 態 に 切 り 替 え る 請 求 項 １ 記 載 の 耐 雷 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
雷 光 、 雷 鳴 、 雷 サ ー ジ 、 電 磁 波 及 び 静 電 界 の 少 な く と も 一 つ の 計 測 結 果 か ら 該 雷 撃 を 検 知
す る 雷 撃 検 知 手 段 を 更 に 備 え 、
上 記 動 作 制 御 手 段 は 、 該 前 駆 現 象 が 非 検 知 と な っ た 後 、 又 は 該 雷 撃 検 知 手 段 に よ り 該 雷 撃
を 検 知 し た 後 に 該 状 態 切 替 ス イ ッ チ を 該 平 常 状 態 に 切 り 替 え る 請 求 項 １ 記 載 の 耐 雷 シ ス テ
ム 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 動 作 制 御 手 段 は 、 上 記 前 駆 現 象 が 非 検 知 と な っ た 時 か ら 起 算 さ れ る 所 定 の 前 駆 期 間 と
、 上 記 雷 撃 現 象 を 検 知 し た 時 か ら 起 算 さ れ る 所 定 の 雷 撃 期 間 と が 共 に 経 過 し た 後 に 、 上 記
平 常 状 態 に 切 り 替 え る 請 求 項 １ 又 は ３ 記 載 の 耐 雷 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 状 態 切 替 ス イ ッ チ は 、 上 記 平 常 状 態 と 上 記 耐 雷 状 態 と の 切 替 え を お こ な う 際 に 、 該 バ
イ パ ス 線 及 び 該 耐 雷 ト ラ ン ス が 共 に 上 記 電 源 線 中 に 挿 入 さ れ る 状 態 を 経 て か ら 一 方 の み が
該 電 源 線 中 に 挿 入 さ れ る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 耐 雷 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
手 動 動 作 ス イ ッ チ 及 び 手 動 動 作 指 示 手 段 を 更 に 備 え 、 該 手 動 動 作 指 示 手 段 は 該 手 動 動 作 ス
イ ッ チ の 操 作 に 応 じ て 上 記 動 作 制 御 手 段 に 手 動 動 作 又 は 手 動 動 作 解 除 を 指 示 し 、 該 動 作 制
御 手 段 は 手 動 動 作 を 指 示 さ れ た 場 合 に 上 記 状 態 切 替 ス イ ッ チ を 該 耐 雷 状 態 に 切 替 え 、 手 動
動 作 解 除 を 指 示 さ れ た 場 合 に 該 状 態 切 替 ス イ ッ チ を 該 平 常 状 態 に 切 り 替 え る 請 求 項 １ 乃 至
５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 耐 雷 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
上 記 動 作 制 御 手 段 は 、 上 記 状 態 切 替 ス イ ッ チ を 上 記 耐 雷 状 態 に 切 り 替 え た 時 、 且 つ ／ 又 は
上 記 前 駆 現 象 を 検 知 し た 時 か ら 所 定 の 耐 雷 維 持 期 間 を 経 過 す る ま で 、 手 動 動 作 解 除 の 指 示
を 受 け て も 上 記 平 常 状 態 に 切 り 替 え る 動 作 を お こ な わ な い 請 求 項 ６ 記 載 の 耐 雷 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
電 源 線 の 引 込 み 口 に 配 設 し て 用 い る 請 求 項 １ 乃 至 ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 耐 雷 シ ス テ ム
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 落 雷 に 伴 っ て 発 生 す る 雷 サ ー ジ を 電 源 線 か ら 負 荷 に 伝 達 す る こ と を 阻 止 す る 耐 雷
ト ラ ン ス を 具 備 す る 耐 雷 シ ス テ ム に 関 す る 。 詳 し く は 、 平 常 時 の 耐 雷 ト ラ ン ス に よ る 電 力
損 失 を 無 く す こ と が で き る 耐 雷 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
電 源 線 か ら 侵 入 す る 雷 サ ー ジ か ら 負 荷 で あ る 電 気 機 器 を 保 護 す る た め に 、 雷 サ ー ジ を 吸 収
す る 耐 雷 ト ラ ン ス を 電 源 線 に 挿 入 す る 耐 雷 シ ス テ ム が 従 来 か ら 用 い ら れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 耐 雷 ト ラ ン ス は 、 鉄 損 な ど に よ る 電 力 損 失 が そ の ト ラ ン ス 容 量 の ３ ～ １ ０ ％ 程 度
と 大 き い 。 こ の た め 電 力 損 失 が 少 な い 耐 雷 手 段 が 望 ま れ て い る 。
本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 を 解 決 す る も の で あ り 、 平 常 時 の 耐 雷 ト ラ ン ス に よ る 電 力 損 失 を 無
く す こ と が で き る 耐 雷 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 第 １ 発 明 の 耐 雷 シ ス テ ム は 、 耐 雷 ト ラ ン ス を 具 備 す る 電 源 線 の 耐 雷 シ ス テ ム で あ っ て 、
耐 雷 ト ラ ン ス と 、 バ イ パ ス 線 と 、 該 バ イ パ ス 線 が 該 電 源 線 中 に 挿 入 さ れ る 平 常 状 態 、 又 は
該 耐 雷 ト ラ ン ス が 該 電 源 線 中 に 挿 入 さ れ る 耐 雷 状 態 を 切 り 替 え る 状 態 切 替 ス イ ッ チ と 、 電
磁 波 、 静 電 界 及 び 雷 サ ー ジ の 少 な く と も 一 つ の 計 測 結 果 か ら 雷 雲 の 接 近 又 は 雷 撃 の 前 駆 現
象 を 検 知 す る 前 駆 現 象 検 知 手 段 と 、 該 前 駆 現 象 検 知 手 段 に よ り 該 前 駆 現 象 を 検 知 し た 場 合
に は 該 状 態 切 替 ス イ ッ チ を 該 耐 雷 状 態 に 切 替 え 、 該 前 駆 現 象 が 非 検 知 と な っ た 後 に 該 状 態
切 替 ス イ ッ チ を 該 平 常 状 態 に 切 り 替 え る 動 作 制 御 手 段 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 上 記 動 作 制 御 手 段 は 、 上 記 前 駆 現 象 が 非 検 知 と な っ た 後 か ら 所 定 の 前 駆 期 間 経 過 後
に 、 上 記 平 常 状 態 に 切 り 替 え る こ と が で き る 。
更 に 、 本 耐 雷 シ ス テ ム は 、 雷 光 、 雷 鳴 、 雷 サ ー ジ 、 電 磁 波 及 び 静 電 界 の 少 な く と も 一 つ の
計 測 結 果 か ら 該 雷 撃 を 検 知 す る 雷 撃 検 知 手 段 を 更 に 備 え 、 上 記 動 作 制 御 手 段 は 、 該 前 駆 現
象 が 非 検 知 と な っ た 後 、 又 は 該 雷 撃 検 知 手 段 に よ り 該 雷 撃 を 検 知 し た 後 に 該 状 態 切 替 ス イ
ッ チ を 該 平 常 状 態 に 切 り 替 え る こ と が で き る 。 ま た 、 上 記 動 作 制 御 手 段 は 、 上 記 前 駆 現 象
が 非 検 知 と な っ た 時 か ら 起 算 さ れ る 所 定 の 前 駆 期 間 と 、 上 記 雷 撃 現 象 を 検 知 し た 時 か ら 起
算 さ れ る 所 定 の 雷 撃 期 間 と が 共 に 経 過 し た 後 に 、 上 記 平 常 状 態 に 切 り 替 え る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 状 態 切 替 ス イ ッ チ は 、 上 記 平 常 状 態 と 上 記 耐 雷 状 態 と の 切 替 え を お こ な う 際 に 、 該 バ
イ パ ス 線 及 び 該 耐 雷 ト ラ ン ス が 共 に 上 記 電 源 線 中 に 挿 入 さ れ る 状 態 を 経 て か ら 一 方 の み が
該 電 源 線 中 に 挿 入 さ れ る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 手 動 動 作 ス イ ッ チ 及 び 手 動 動 作 指 示 手 段 を 更 に 備 え 、 該 手 動 動 作 指 示 手 段 は 該 手 動
動 作 ス イ ッ チ の 操 作 に 応 じ て 上 記 動 作 制 御 手 段 に 手 動 動 作 又 は 手 動 動 作 解 除 を 指 示 し 、 該
動 作 制 御 手 段 は 手 動 動 作 を 指 示 さ れ た 場 合 に 上 記 状 態 切 替 ス イ ッ チ を 該 耐 雷 状 態 に 切 替 え
、 手 動 動 作 解 除 を 指 示 さ れ た 場 合 に 該 状 態 切 替 ス イ ッ チ を 該 平 常 状 態 に 切 り 替 え る こ と が
で き る 。
上 記 動 作 制 御 手 段 は 、 上 記 状 態 切 替 ス イ ッ チ を 上 記 耐 雷 状 態 に 切 り 替 え た 時 、 且 つ ／ 又 は
上 記 前 駆 現 象 を 検 知 し た 時 か ら 所 定 の 耐 雷 維 持 期 間 を 経 過 す る ま で 、 手 動 動 作 解 除 の 指 示
を 受 け て も 上 記 平 常 状 態 に 切 り 替 え る 動 作 を お こ な わ な い こ と が で き る 。
更 に 、 本 耐 雷 シ ス テ ム は 、 電 源 線 の 引 込 み 口 に 配 設 し て 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 耐 雷 シ ス テ ム に よ れ ば 、 落 雷 に よ る 雷 サ ー ジ を 保 護 す る 必 要 が あ る 期 間 に 限 っ て 耐 雷 ト
ラ ン ス を 電 源 線 に 挿 入 し た 状 態 と し 、 前 駆 現 象 が な く な っ た ら 電 源 線 か ら 耐 雷 ト ラ ン ス を
切 り 離 す た め 、 平 常 時 の 耐 雷 ト ラ ン ス に よ る 電 力 損 失 を 無 く す こ と が で き る 。
更 に 、 雷 撃 が 起 き た 後 に 電 源 線 か ら 耐 雷 ト ラ ン ス を 切 り 離 す こ と も で き る た め 、 よ り 平 常
時 の 耐 雷 ト ラ ン ス に よ る 電 力 損 失 を 無 く す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 所 定 の 前 駆 期 間 を 設 定 し 、 前 駆 現 象 が 検 知 さ れ な く な っ た 時 か ら 前 駆 期 間 後 に 平 常
状 態 に 戻 る た め 、 落 雷 が 発 生 す る 可 能 性 が あ る 期 間 だ け 耐 雷 ト ラ ン ス に よ る 保 護 を お こ な
い 、 電 力 損 失 を 抑 え る こ と が で き る 。 更 に 、 所 定 の 雷 撃 期 間 を 設 定 し 、 雷 撃 が あ っ て も 雷
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撃 期 間 だ け 耐 雷 状 態 を 維 持 す る こ と で 一 回 の 落 雷 で 複 数 の 雷 撃 （ 多 重 雷 ） が 起 き て も 耐 雷
ト ラ ン ス に よ る 保 護 を お こ な う こ と が で き る 。
ま た 、 状 態 切 替 ス イ ッ チ は 、 そ の 切 替 え 時 に 耐 雷 ト ラ ン ス 及 び バ イ パ ス 線 が 同 時 に 接 続 さ
れ た 状 態 を 経 て 一 方 の み を 接 続 す る よ う な 構 造 で あ る た め 、 電 源 線 が 一 時 的 に で も 切 断 さ
れ る こ と が な く 、 停 電 状 態 が 発 生 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 手 動 動 作 ス イ ッ チ 及 び 手 動 動 作 指 示 手 段 を 設 け る こ と で 、 手 動 に よ る 耐 雷 状 態 を 設
定 で き る よ う に し 、 よ り 確 実 に 雷 サ ー ジ か ら の 保 護 を お こ な う こ と が で き る 。 更 に 、 手 動
に よ る 耐 雷 状 態 の 解 除 は 、 耐 雷 維 持 期 間 の 間 は で き な い よ う に す る こ と で 、 誤 操 作 に よ る
被 害 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
上 記 「 耐 雷 ト ラ ン ス 」 は 雷 サ ー ジ を 吸 収 す る こ と が で き る ト ラ ン ス で あ れ ば よ く 、 種 類 な
ど は 特 に 問 わ な い 。 ま た 、 上 記 「 バ イ パ ス 線 」 は 、 電 源 線 に 耐 雷 ト ラ ン ス を 挿 入 し な い 平
常 状 態 の と き に 、 耐 雷 ト ラ ン ス の 代 わ り に 用 い ら れ る 配 線 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
上 記 「 状 態 切 替 ス イ ッ チ 」 は 、 バ イ パ ス 線 に よ っ て 耐 雷 ト ラ ン ス を バ イ パ ス す る か ど う か
を 切 り 替 え る こ と が で き る ス イ ッ チ で あ る 。 こ の 状 態 切 替 ス イ ッ チ は 動 作 制 御 手 段 に よ っ
て 制 御 す る こ と が で き る ス イ ッ チ で あ れ ば 機 械 接 点 、 半 導 体 式 等 、 そ の 種 類 を 問 わ な い 。
ま た 、 切 替 え を お こ な う 時 は 、 第 ５ 発 明 に 示 す よ う に バ イ パ ス 線 及 び 耐 雷 ト ラ ン ス が 共 に
電 源 線 に 接 続 さ れ る 状 態 を 経 て か ら 一 方 の み が 電 源 線 中 に 接 続 さ れ る シ ョ ー テ ィ ン グ 構 造
が 好 ま し い 。 ノ ン シ ョ ー テ ィ ン グ で あ る 場 合 は 、 切 り 替 え 中 に 電 源 が 切 断 さ れ る た め に 負
荷 に 対 し て 好 ま し く な い し 、 切 断 時 の ア ー ク な ど の た め に 正 し く 切 替 え が で き な く な る 場
合 が あ る た め で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 記 「 前 駆 現 象 検 知 手 段 」 に よ る 検 知 に 用 い ら れ る 電 磁 波 、 静 電 界 及 び 雷 サ ー ジ の 条 件 は
、 雷 撃 の 前 に 発 生 す る 前 駆 現 象 が 判 断 で き る も の で あ れ ば よ く 、 任 意 に 選 択 す る こ と が で
き る 。
例 え ば 、 前 駆 現 象 の 検 知 に 用 い ら れ る 電 磁 波 の 周 波 数 帯 は 特 に 問 わ な い が 、 通 常 １ Ｍ Ｈ ｚ
以 上 （ 以 下 高 周 波 と す る ） で あ る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 高 周 波 の 電 磁 波 で 前 駆 現 象 と み ら
れ る 変 化 が み ら れ 、 こ れ を 検 知 す る こ と が で き る た め で あ る 。
ま た 、 静 電 界 は 図 ３ に 示 す よ う に 、 所 定 の 強 さ を 越 え た 時 に 前 駆 現 象 と 判 断 す る こ と を 例
示 す る こ と が で き る 。 更 に 、 雷 サ ー ジ は 所 定 の 電 圧 値 又 は 電 流 値 を 越 え た 時 や 、 電 圧 又 は
電 流 の 変 化 が 所 定 の 範 囲 を 越 え た 時 に 前 駆 現 象 と 判 断 す る こ と を 例 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
上 記 「 雷 撃 検 知 手 段 」 に よ る 検 知 に 用 い ら れ る 雷 光 、 雷 鳴 、 雷 サ ー ジ 、 電 磁 波 及 び 静 電 界
の 条 件 は 雷 撃 と し て 判 断 で き る も の で あ れ ば よ く 、 任 意 に 選 択 す る こ と が で き る 。
例 え ば 、 雷 光 及 び 雷 鳴 は 、 所 定 値 を 越 え た と き と 判 断 す る こ と を 挙 げ る こ と が で き る 。 ま
た 、 雷 サ ー ジ は 所 定 の 電 圧 値 又 は 電 流 値 を 越 え た 時 や 、 電 圧 又 は 電 流 の 変 化 が 所 定 の 範 囲
を 越 え た 時 に 前 駆 現 象 と 判 断 す る こ と を 例 示 す る こ と が で き る 。 更 に 、 雷 撃 の 検 知 に 用 い
ら れ る 電 磁 波 の 周 波 数 帯 は 特 に 問 わ な い が 、 通 常 １ ０ Ｈ ｚ ～ １ ０ ０ ｋ Ｈ ｚ （ 以 下 、 低 周 波
と す る ） で あ る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 低 周 波 の 電 磁 波 で 雷 撃 に よ る パ ル ス が み ら れ る た め
、 こ れ を 検 知 す る こ と が で き る た め で あ る 。 ま た 、 静 電 界 は 図 ３ に 示 す よ う に 、 所 定 の 強
さ を 越 え 、 且 つ 急 激 に 低 下 し た 時 に 雷 撃 が 生 じ た と 判 断 す る こ と を 例 示 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
上 記 「 前 駆 期 間 」 は 、 前 駆 現 象 が 非 検 知 と な っ た と き か ら 始 ま る 所 定 の 期 間 で あ る 。 こ の
期 間 は 雷 撃 の 間 隔 以 上 で あ れ ば 任 意 に 選 択 す る こ と が で き 、 通 常 の 電 撃 の 間 隔 で あ る 約 ４
０ ｍ 秒 を 超 え る 任 意 の 長 さ で あ れ ば よ い 。 こ の 例 と し て 、 ５ ０ ｍ 秒 、 １ ０ ０ ｍ 秒 、 １ 秒 、
１ ０ 秒 、 １ 分 、 ３ ０ 分 及 び １ 時 間 等 を 挙 げ る こ と が で き る が 、 特 に 限 定 さ れ な い 。
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上 記 「 雷 撃 期 間 」 は 、 雷 撃 が 発 生 し た と き か ら 始 ま る 所 定 の 期 間 で あ る 。 こ の 期 間 は 雷 撃
の 間 隔 以 上 で あ れ ば 任 意 に 選 択 す る こ と が で き 、 通 常 の 電 撃 の 間 隔 で あ る 約 ４ ０ ｍ 秒 を 超
え る 任 意 の 長 さ で あ れ ば よ い 。 こ の 例 と し て 、 ５ ０ ｍ 秒 、 １ ０ ０ ｍ 秒 、 １ 秒 、 １ ０ 秒 、 １
分 、 ３ ０ 分 及 び １ 時 間 等 を 挙 げ る こ と が で き る が 、 特 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
上 記 「 耐 雷 維 持 期 間 」 は 、 耐 雷 状 態 を 維 持 す る 期 間 で あ る 。 こ の 耐 雷 維 持 期 間 の 間 は 、 手
動 動 作 ス イ ッ チ に よ り 手 動 動 作 の 解 除 を 指 示 し て も 、 耐 雷 状 態 か ら 平 常 状 態 へ 切 り 替 え な
い よ う に す る こ と が で き る 。 ま た 、 耐 雷 維 持 期 間 は 、 上 記 耐 雷 状 態 に 切 り 替 え た 時 、 上 記
前 駆 現 象 を 検 知 し た 時 及 び 上 記 雷 撃 を 検 知 し た 時 の い ず れ か １ つ 、 又 は ２ 以 上 を 共 に 満 た
し た 時 か ら 始 ま る 所 定 の 期 間 と す る こ と が で き る こ の 期 間 は 雷 撃 の 間 隔 以 上 で あ れ ば 任 意
に 選 択 す る こ と が で き 、 通 常 の 電 撃 の 間 隔 で あ る 約 ４ ０ ｍ 秒 を 超 え る 任 意 の 長 さ で あ れ ば
よ い 。 こ の 例 と し て 、 ５ ０ ｍ 秒 、 １ ０ ０ ｍ 秒 、 １ 秒 、 １ ０ 秒 、 １ 分 、 ３ ０ 分 及 び １ 時 間 等
を 挙 げ る こ と が で き る が 、 特 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
上 記 「 引 込 み 口 」 は 、 電 力 計 か ら 分 電 盤 ま で 間 の 任 意 の 場 所 を い う 。 こ の 間 の 電 源 線 に 本
耐 雷 シ ス テ ム を 接 続 し て 使 用 す る こ と で 、 全 て の 負 荷 を 落 雷 か ら 保 護 す る こ と が で き る た
め で あ る 。 ま た 、 本 耐 雷 シ ス テ ム は 、 図 ７ に 示 す 分 電 盤 付 近 の 床 上 や 、 ク ロ ー ズ ボ ッ ク ス
、 屋 根 裏 及 び 倉 庫 等 、 任 意 の 場 所 に 設 置 し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 実 施 例 】
１ ． 耐 雷 シ ス テ ム の 構 成
第 １ 実 施 例 の 本 耐 雷 シ ス テ ム １ は 、 中 性 線 を 含 む 単 相 三 線 式 の 電 源 線 ２ １ に 挿 入 し て 用 い
ら れ る 。 ま た 、 図 １ に 示 す よ う に 、 耐 雷 ト ラ ン ス １ １ と 、 バ イ パ ス 線 １ ２ と 、 状 態 切 替 ス
イ ッ チ １ ３ と 、 前 駆 現 象 検 知 手 段 １ ４ と 、 雷 撃 検 知 手 段 １ ５ と 、 動 作 制 御 手 段 １ ６ と 、 電
磁 波 計 測 手 段 １ ９ １ と 、 静 電 界 計 測 手 段 １ ９ ２ と を 備 え る 。 更 に 、 電 源 線 ２ １ の 線 間 及 び
接 地 線 と の 間 に ア レ ス タ １ ９ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 耐 雷 シ ス テ ム １ は 電 源 ２ と 負 荷 ３ と の 間 の 電 源 線 ２ １ に 挿 入 す る 形 で 使 用 さ れ る 。 詳 し
く は 、 住 宅 や 事 務 所 等 の 電 源 線 の 引 込 み 口 （ 図 ６ に 示 す 電 力 計 ２ ２ か ら 分 電 盤 ２ ３ ま で の
区 間 ） に 配 設 し て 使 用 さ れ る 。 ま た 、 図 ６ に 示 す よ う に 例 え ば 分 電 盤 ２ ３ 内 の 配 線 に 挿 入
す る よ う に 耐 雷 シ ス テ ム １ を 挿 入 し て 使 用 さ れ る 。 更 に 、 耐 雷 シ ス テ ム １ は 図 ７ に 示 す よ
う に 、 分 電 盤 ２ ３ が 設 け ら れ て い る 玄 関 の 床 上 等 に 設 置 し て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
耐 雷 ト ラ ン ス １ １ は 、 ト ラ ン ス の １ 次 － ２ 次 間 を 絶 縁 し 、 ま た 雷 サ ー ジ 等 を 吸 収 す る こ と
が で き る ト ラ ン ス で あ る 。
バ イ パ ス 線 １ ２ は 、 耐 雷 ト ラ ン ス が 電 源 線 ２ １ に 挿 入 さ れ て い な い 平 常 状 態 に お い て 、 電
源 線 ２ １ に 接 続 さ れ る 配 線 で あ る 。
状 態 切 替 ス イ ッ チ １ ３ は 、 電 源 線 ２ １ に 耐 雷 ト ラ ン ス １ １ 又 は バ イ パ ス 線 １ ２ を 切 り 替 え
て 接 続 す る た め の 機 械 接 点 ス イ ッ チ で あ る 。 ま た 、 状 態 切 替 ス イ ッ チ １ ３ は 、 電 源 側 の 状
態 切 替 ス イ ッ チ １ ３ １ と 、 負 荷 側 の 状 態 切 替 ス イ ッ チ １ ３ ２ と の 二 組 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 平 常 状 態 で は 、 バ イ パ ス 線 １ ２ が 電 源 線 ２ １ に 接 続 さ れ る 。 更 に 、 耐 雷 状 態 で は 耐
雷 ト ラ ン ス １ １ が 電 源 線 ２ １ に 接 続 さ れ る 。 ま た 、 状 態 切 替 ス イ ッ チ １ ３ は 、 そ の 切 替 え
に お い て バ イ パ ス 線 １ ２ 及 び 耐 雷 ト ラ ン ス １ １ が 電 源 線 ２ １ に 接 続 し た 状 態 を 経 て か ら 片
方 の み に 接 続 す る と い う 、 電 源 線 が 切 断 さ れ る 状 態 が 発 生 し な い シ ョ ー テ ィ ン グ 構 造 に な
っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
電 磁 波 計 測 手 段 １ ９ １ 及 び 静 電 界 計 測 手 段 １ ９ ２ は そ れ ぞ れ 電 磁 波 及 び 静 電 界 を 計 測 し 、
得 ら れ た 結 果 を 前 駆 現 象 検 知 手 段 １ ４ 及 び 雷 撃 検 知 手 段 １ ５ に 通 知 す る 手 段 で あ る 。
前 駆 現 象 検 知 手 段 １ ４ 、 雷 撃 検 知 手 段 １ ５ 及 び 動 作 制 御 手 段 １ ６ は 、 論 理 回 路 や マ イ ク ロ
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コ ン ピ ュ ー タ 等 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
前 駆 現 象 検 知 手 段 １ ４ は 、 電 磁 波 及 び 静 電 界 の 計 測 結 果 か ら 雷 撃 の 前 駆 現 象 を 検 知 す る 手
段 で あ る 。 ま た 、 前 駆 現 象 の 具 体 的 な 検 知 方 法 は 任 意 に 選 択 で き る が 、 図 ３ に 示 す よ う に
、 本 実 施 例 は 静 電 界 の 強 さ が 所 定 値 を 越 え 、 且 つ 電 磁 波 の 高 周 波 成 分 の 大 き さ が 所 定 値 を
越 え た と き に 前 駆 現 象 が 検 知 で き た と 判 断 し て い る 。 更 に 、 検 知 結 果 は 動 作 制 御 手 段 １ ６
に 伝 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
雷 撃 検 知 手 段 １ ５ は 、 電 磁 波 及 び 静 電 界 の 計 測 結 果 か ら 雷 撃 を 検 知 す る 手 段 で あ る 。 ま た
、 電 撃 の 具 体 的 な 検 知 方 法 は 任 意 に 選 択 で き る が 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 は 所 定 値
を 越 え た 静 電 界 の 強 さ が 急 激 に 下 が り 、 且 つ 電 磁 波 の 低 周 波 成 分 の 大 き さ が 所 定 値 を 越 え
た と き に 電 撃 が 検 知 で き た と 判 断 し て い る 。 更 に 、 検 知 結 果 は 動 作 制 御 手 段 １ ６ に 伝 え ら
れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
動 作 制 御 手 段 １ ６ は 、 前 駆 現 象 検 知 手 段 １ ４ 及 び 雷 撃 検 知 手 段 １ ５ の 通 知 に 基 づ い て 状 態
切 替 ス イ ッ チ １ ３ ２ を 制 御 す る 手 段 で あ る 。 前 駆 現 象 検 知 手 段 １ ４ か ら 前 駆 現 象 を 検 知 し
た こ と を 通 知 さ れ た 場 合 は 、 状 態 切 替 ス イ ッ チ １ ３ ２ を 耐 雷 状 態 に 切 り 替 え る 。 ま た 、 前
駆 現 象 検 知 手 段 １ ４ か ら の 前 駆 現 象 の 通 知 が な く な っ た 場 合 、 又 は 雷 撃 検 知 手 段 １ ５ か ら
雷 撃 を 検 知 し た こ と を 通 知 さ れ た 場 合 、 状 態 切 替 ス イ ッ チ １ ３ ２ を 平 常 状 態 に 切 り 替 え る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
２ ． 耐 雷 シ ス テ ム の 動 作 及 び 効 果
以 下 、 本 実 施 例 １ の 耐 雷 シ ス テ ム の 動 作 及 び 効 果 を 詳 し く 説 明 す る 。
（ １ ） 平 常 状 態
落 雷 が 発 生 し て い な い 平 常 状 態 で は 図 １ に 示 す よ う に 、 状 態 切 替 ス イ ッ チ １ ３ ２ に よ り 電
源 線 ２ １ は バ イ パ ス 線 １ ２ 経 由 で 負 荷 ３ に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 耐 雷 ト ラ ン ス １ １ は 電
源 線 ２ １ か ら 切 り 離 さ れ 、 通 電 し て い な い 状 態 に な っ て い る 。 こ の た め 、 耐 雷 ト ラ ン ス １
１ に よ る 電 力 損 失 が 生 じ な い 。
更 に 、 前 駆 現 象 検 知 手 段 １ ４ 及 び 雷 撃 検 知 手 段 １ ５ は 、 そ れ ぞ れ 前 駆 現 象 及 び 雷 撃 が 発 生
し て い る か ど う か の 検 知 を お こ な う 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ ２ ） 前 駆 現 象 検 知 時
前 駆 現 象 検 知 手 段 １ ４ が 電 磁 波 の 高 周 波 成 分 及 び 静 電 界 に お い て 所 定 大 き さ を 越 え て い た
場 合 、 前 駆 現 象 が 発 生 し た と 判 断 し 、 動 作 制 御 手 段 ６ に 対 し て 前 駆 現 象 の 通 知 を お こ な う
。 ま た 、 動 作 制 御 手 段 ６ は 図 ２ に 示 す よ う に 、 状 態 切 替 ス イ ッ チ １ ３ ２ を 制 御 し て 耐 雷 状
態 に 切 り 替 え る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ れ に よ っ て 、 バ イ パ ス 線 １ ２ が 電 源 線 ２ １ か ら 切 り 離 さ れ る と 共 に 、 耐 雷 ト ラ ン ス １ １
が 電 源 線 ２ １ に 接 続 さ れ 、 電 源 ２ と 負 荷 ３ と の 間 に 耐 雷 ト ラ ン ス １ １ が 挿 入 さ れ た 状 態 に
な る 。 ま た 、 雷 撃 が 生 じ て も 耐 雷 ト ラ ン ス １ １ に よ っ て 雷 撃 に よ っ て 発 生 す る 雷 サ ー ジ を
吸 収 す る こ と が で き る よ う に な る 。 更 に 、 切 替 え が 発 生 し て も 状 態 切 替 ス イ ッ チ １ ３ ２ が
シ ョ ー テ ィ ン グ 構 造 で あ る た め 、 負 荷 ３ が 電 源 線 ２ か ら 切 り 離 さ れ ず 、 停 電 状 態 が 発 生 し
な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
（ ３ ） 雷 撃 検 知 時
雷 撃 検 知 手 段 １ ５ が 電 磁 波 の 低 周 波 成 分 及 び 静 電 界 に お い て 雷 撃 と み ら れ る 変 化 が 現 れ た
時 に 雷 撃 が 発 生 し た と 判 断 し 、 動 作 制 御 手 段 ６ に 対 し て 雷 撃 の 通 知 を お こ な う 。 ま た 、 雷
撃 の 通 知 を 受 け た 動 作 制 御 手 段 ６ は 、 雷 撃 期 間 が 経 過 し た 後 に 、 図 １ に 示 す よ う に 、 状 態
切 替 ス イ ッ チ １ ３ ２ を 制 御 し て 平 常 状 態 に 切 り 替 え る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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こ れ に よ っ て 、 雷 撃 が あ っ た 後 に 、 電 源 線 ２ １ に 挿 入 さ れ て い た 耐 雷 ト ラ ン ス １ １ が 切 り
離 さ れ 、 電 力 損 失 を 再 び 抑 え る こ と が で き る 。 ま た 、 電 撃 期 間 が 経 過 し た 後 に 切 離 し を お
こ な う た め 、 連 続 し た 雷 撃 が 発 生 し て も 途 中 で 平 常 状 態 に 戻 る こ と が な く 、 雷 サ ー ジ を 吸
収 で き な く な る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。 更 に 、 切 替 え が 発 生 し て も 状 態 切 替 ス イ ッ
チ １ ３ ２ が シ ョ ー テ ィ ン グ 構 造 で あ る た め 、 負 荷 ３ が 電 源 線 ２ か ら 切 り 離 さ れ ず 、 停 電 状
態 が 発 生 し な い 。
尚 、 雷 撃 期 間 が 経 過 す る 前 に 雷 撃 が 再 び 検 知 さ れ た 場 合 、 最 後 の 雷 撃 が あ っ た 時 か ら 雷 撃
期 間 が 改 め て 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
（ ４ ） 雷 撃 を 発 生 す る こ と な く 前 駆 現 象 が 非 検 知 と な っ た 場 合
雷 撃 検 知 手 段 １ ５ が 電 撃 を 検 知 す る こ と な く 、 前 駆 現 象 検 知 手 段 １ ４ が 前 駆 現 象 の 検 知 が
で き な く な る 場 合 が あ る 。 こ の よ う な 場 合 、 動 作 制 御 手 段 ６ は 、 前 駆 現 象 が 非 検 知 と な っ
た 時 か ら 前 駆 期 間 が 経 過 し た 後 に 、 図 １ に 示 す よ う に 、 状 態 切 替 ス イ ッ チ １ ３ ２ を 制 御 し
て 平 常 状 態 に 切 り 替 え る 。
こ れ に よ っ て 、 電 源 線 ２ １ に 挿 入 さ れ て い た 耐 雷 ト ラ ン ス １ １ が 切 り 離 さ れ 、 電 力 損 失 を
再 び 抑 え る こ と が で き る 。 ま た 、 前 駆 期 間 が 経 過 し た 後 に 切 離 し を お こ な う た め 、 雷 撃 が
発 生 し て も 途 中 で 平 常 状 態 に 戻 る こ と が な く 、 雷 サ ー ジ を 吸 収 で き な く な る こ と を 防 止 す
る こ と が で き る 。
尚 、 前 駆 期 間 が 経 過 す る 前 に 雷 撃 が 検 知 さ れ た 場 合 、 雷 撃 期 間 が 経 過 し た 後 、 平 常 状 態 に
戻 る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
３ ． 手 動 動 作 ス イ ッ チ を 具 備 す る 耐 雷 シ ス テ ム の 構 成
第 ２ 実 施 例 と し て 手 動 動 作 ス イ ッ チ を 具 備 す る 耐 雷 シ ス テ ム を 図 ４ に 示 す 。
本 第 ２ 実 施 例 は 図 １ に 示 す 第 １ 実 施 例 の 耐 雷 シ ス テ ム に 加 え て 、 手 動 動 作 ス イ ッ チ １ ７ 及
び 手 動 動 作 指 示 手 段 １ ８ を 備 え る 。
手 動 動 作 ス イ ッ チ １ ７ は 本 耐 雷 シ ス テ ム に 対 し て 手 動 動 作 又 は 手 動 動 作 解 除 を 指 示 す る た
め の ス イ ッ チ で あ る 。 ま た 、 手 動 動 作 指 示 手 段 １ ８ は 、 手 動 動 作 ス イ ッ チ １ ７ に よ り 指 示
さ れ る 手 動 動 作 又 は 手 動 動 作 解 除 を 動 作 制 御 手 段 ６ に 通 知 す る 。
更 に 、 動 作 制 御 手 段 ６ は 、 第 １ 実 施 例 の 動 作 制 御 手 段 ６ の 動 作 に 加 え て 、 手 動 動 作 指 示 手
段 １ ８ か ら の 手 動 動 作 等 の 通 知 に 応 じ て 状 態 切 替 ス イ ッ チ １ ３ ２ の 制 御 を お こ な う 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
４ ． 手 動 動 作 ス イ ッ チ を 具 備 す る 耐 雷 シ ス テ ム の 動 作 及 び 効 果
以 下 、 本 実 施 例 ２ の 耐 雷 シ ス テ ム の 動 作 及 び 効 果 を 詳 し く 説 明 す る 。 尚 、 平 常 状 態 の 動 作
は 、 実 施 例 １ の 耐 雷 シ ス テ ム の 動 作 と 同 じ で あ る た め 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ １ ） 手 動 操 作 の 指 示 時
手 動 動 作 ス イ ッ チ １ ７ を 操 作 し て 手 動 動 作 を 耐 雷 シ ス テ ム に 指 示 す る と 、 手 動 動 作 指 示 手
段 １ ８ は 、 動 作 制 御 手 段 ６ に 手 動 動 作 を 指 示 さ れ た こ と を 通 知 す る 。 手 動 動 作 を 通 知 さ れ
た 動 作 制 御 手 段 ６ は 、 前 駆 現 象 検 知 時 と 同 じ よ う に 状 態 切 替 ス イ ッ チ を 制 御 し て 耐 雷 状 態
に 切 り 替 え る 。
こ れ に よ っ て 、 雷 撃 が 生 じ て も 耐 雷 ト ラ ン ス １ １ に よ っ て 雷 撃 に よ っ て 発 生 す る 雷 サ ー ジ
を 吸 収 す る こ と が で き る よ う に な る 。 つ ま り 、 落 雷 の 前 駆 現 象 よ り 早 く 耐 雷 状 態 に 切 り 替
え る こ と で よ り 確 実 に 落 雷 か ら の 保 護 を お こ な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ ２ ） 雷 撃 検 知 時
雷 撃 検 知 手 段 １ ５ が 電 磁 波 の 低 周 波 成 分 及 び 静 電 界 に お い て 雷 撃 と み ら れ る 変 化 が 現 れ た
時 に 雷 撃 が 発 生 し た と 判 断 し 、 実 施 例 １ の 耐 雷 シ ス テ ム の 動 作 と 同 じ よ う に 動 作 制 御 手 段
６ に 対 し て 雷 撃 の 通 知 を お こ な う 。
ま た 、 雷 撃 の 通 知 を 受 け た 動 作 制 御 手 段 ６ は 、 雷 撃 期 間 且 つ 耐 雷 維 持 期 間 が 経 過 し た 後 に
、 状 態 切 替 ス イ ッ チ １ ３ ２ を 制 御 し て 平 常 状 態 に 切 り 替 え る 。
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【 ０ ０ ３ ６ 】
（ ３ ） 手 動 動 作 解 除 時
手 動 動 作 ス イ ッ チ １ ７ を 操 作 し て 手 動 動 作 解 除 を 耐 雷 シ ス テ ム に 指 示 す る と 、 手 動 動 作 指
示 手 段 １ ８ は 、 動 作 制 御 手 段 ６ に 手 動 動 作 解 除 を 指 示 さ れ た こ と を 通 知 す る 。 ま た 、 手 動
動 作 解 除 の 通 知 を 受 け た 動 作 制 御 手 段 ６ は 、 雷 撃 期 間 且 つ 耐 雷 維 持 期 間 が 経 過 し た 後 に 、
状 態 切 替 ス イ ッ チ を 制 御 し て 平 常 状 態 に 切 り 替 え る 。
こ の よ う に 雷 撃 期 間 且 つ 耐 雷 維 持 期 間 が 経 過 す る ま で 、 耐 雷 状 態 を 維 持 す る こ と で 、 落 雷
が 発 生 し て い る 時 に 誤 っ て 平 常 状 態 に し て 、 負 荷 ３ の 保 護 が で き な く な る 状 態 に 落 ち 入 る
こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
５ ． 他 の 態 様 の 耐 雷 シ ス テ ム
尚 、 本 発 明 に お い て は 、 上 記 実 施 例 に 限 ら ず 、 目 的 、 用 途 に 応 じ て 本 発 明 の 範 囲 内 で 種 々
変 更 し た 実 施 例 と す る こ と が で き る 。 即 ち 、 図 ５ に 示 す よ う に 状 態 切 替 ス イ ッ チ １ ３ ２ を
省 略 し 、 負 荷 側 の 耐 雷 ト ラ ン ス １ １ 及 び バ イ パ ス 線 １ ２ が 常 時 接 続 さ れ た 耐 雷 シ ス テ ム を
構 成 す る こ と が で き る 。
こ の よ う な 耐 雷 シ ス テ ム は 、 実 施 例 １ 及 び ２ の 耐 雷 シ ス テ ム に 比 べ て 常 時 耐 雷 ト ラ ン ス の
無 負 荷 励 磁 損 に よ る 電 力 損 失 が 生 じ る が 、 従 来 の 耐 雷 ト ラ ン ス に よ る 電 力 損 失 よ り 小 さ な
も の と す る こ と が で き る 。 ま た 、 状 態 切 替 ス イ ッ チ １ ３ の 個 数 が 減 る た め 、 耐 雷 シ ス テ ム
の 故 障 率 が 減 る と 共 に 、 作 製 に 必 要 な コ ス ト を 減 ら す こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 実 施 例 １ の 平 常 状 態 の 耐 雷 シ ス テ ム の 構 成 を 説 明 す る た め の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 例 １ の 耐 雷 状 態 の 耐 雷 シ ス テ ム の 構 成 を 説 明 す る た め の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 落 雷 に 伴 う 電 磁 波 及 び 静 電 界 の 変 化 を 説 明 す る た め の グ ラ フ で あ る 。
【 図 ４ 】 本 実 施 例 ２ の 耐 雷 シ ス テ ム の 構 成 を 説 明 す る た め の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 負 荷 側 の 状 態 切 替 ス イ ッ チ を 省 略 し た 耐 雷 シ ス テ ム の 構 成 を 説 明 す る た め の 模 式
図 で あ る 。
【 図 ６ 】 耐 雷 シ ス テ ム を 電 源 線 の 引 込 み 口 で あ る 分 電 盤 に 接 続 し た 様 子 を 説 明 す る た め の
模 式 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 耐 雷 シ ス テ ム を 引 込 み 口 に 接 続 し 、 配 設 し た 様 子 を 説 明 す る た め の 模 式 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
１ ； 耐 雷 シ ス テ ム 、 １ １ ； 耐 雷 ト ラ ン ス 、 １ ２ ； バ イ パ ス 線 、 １ ３ 、 １ ３ １ 、 １ ３ ２ ； 状
態 切 替 ス イ ッ チ 、 １ ４ ； 前 駆 現 象 検 知 手 段 、 １ ５ ； 雷 撃 検 知 手 段 、 １ ６ ； 動 作 制 御 手 段 、
１ ７ ； 手 動 動 作 ス イ ッ チ 、 １ ８ ； 手 動 動 作 指 示 手 段 、 １ ９ １ ； 電 磁 波 計 測 手 段 、 １ ９ ２ ；
静 電 界 計 測 手 段 、 ２ ； 電 源 、 ２ １ ； 電 源 線 、 ３ ； 負 荷 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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